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9月下旬、公示第1号によって始まった新生徒会役員選挙 

活動、1 週間の選挙運動を経て先週 10 月 15 日（火）に立会 

演説会と投票及び開票が、22 日（火）には認証式と新委員長  

及び新常任議長の任命式が行われました。 
 
 生徒会リーダーへの立候補、その勇気に敬意を表します。 

公約集には、立候補者の考える「めざす東中生の姿」が描か 

れており、その一言一言に力強さと尊さを感じます。  

さて、選挙は、立候補者以上に「投票者の意識」がそのまま 

反映されます。公約集をどれだけ自分事（じぶんごと）として 

読み込んだかがとても大事です。投票者は生徒会会員ですか 

ら、批判には「代案を提案」することがセット。役選とは、 

生徒ひとりひとりが「自分の責任を自覚する機会」なのです。 
 
 立候補者の公約には、「自主性・積極性」「目標・努力」「ル 

ール・規則」「あいさつ」「助け合い」「学習・学力向上」とい 

ったキーワードがみられます。その具体化の一翼を、委員長・  

議長が担うことになります。生徒会会員とたくさんの対話を 

重ねながら、その実現に向けて、

一歩一歩進んでいってほしいと

思います。そして、一関東中学

校の生徒会会員全員で、本校の

伝統・文化をさらに発展させる

ことを期待し、応援します。 

選挙管理委員長 阿部美玖さんを始め、各学級の選挙管理委員、責任者と

して立候補者を支えた皆さんの誠実な仕事ぶりにも感謝します。 

 

 

 

 

  私たちが平穏に毎日を過ごせていることは、決して当たり前の 

ことではありません。10 月 15 日（火）、火災を想定しての避難 

訓練を行いました。普段から防災の備えはしているものの、想定 

を超えた火災が起こることも考えられます。減災の主体として、 

避難経路と共に一関西消防署の指導を受けながら消火器の使い方を確認しました。 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

【新生徒会執行部】 

 会 長  小野寺陽斗（2 年） 

 副会長  小野寺 陸（2 年） 

      千葉 愛莉（1 年） 

 執行部員 橋本さくら（2 年） 

      蜂谷 海斗（2 年） 

      阿部 輝大（1 年） 

 応援団長 菅原 雄斗（2 年） 
 

【新委員長】 

 生活委員長 千葉 湘惺（2 年） 

 学習委員長 千葉 心遥（2 年） 

 保健委員長 千葉 一希（2 年） 

 報道委員長 菅原 陽翔（2 年） 

 文化委員長 袋地 亨斗（2 年） 
 

【新常任議長】 

 佐藤 莉帆（2 年） 

 佐々木柊真（2 年） 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

〈表紙画：小野寺花純さん（2 年）〉 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〈委員会展示〉  

🌸🌸全校製作「Rainbow of Diversity」もお楽しみに🌸🌸 

 

   

いよいよ明日、令和６年度「一関東中学校文化祭」が開催されます 

明日を迎えるにあたり、生徒会執行部が中心となって企画運営・準

備を進めてくれました。本当にありがとうございます。これまで、総合

文化部を始め、各学級・学年が「より良いもの、より質の高いもの」をめ

ざして、練り合い話し合い、協力してきたことと思います。時には意識

の温度差に苛立ったり対立したりと、一筋縄ではいかないこともあっ

たかもしれません。しかしながら、その経験を通して私たち自身の多様

性に新たな気づきや学びを得るなど、仲間との絆がより深まったので

はないかと思っています。特にも、文化祭テーマにも掲げられた「合

唱」…先日の「コア・アンサンブル・ゲーテと仲間達」との交流会で学ん

だ、「ひとりひとりが自分なりに歌詞の意味を理解すること」、「自由に

感情をこめて歌うこと」…1年生、2年生、3年生それぞれが、その学び

をどのように生かしてハーモニーをつくるのか、とても楽しみです。 

併せて、本校では今年度、「主体性」を大きな柱として教育活動を進

めてきました。有志による発表（弥栄地区３年生による太鼓の披露）が

行われるのも、嬉しいことの一つです。 
 

さて、「文化」とは何か？と考えたとき、それは決して特別なことでは

なく、「日々の営みの積み重ね」だと私は考えています。東中生が「何を

どのように捉え、どんな視点で考え、行動を選択し、どのような姿勢で

物事に当たっている」のか、その「日々の小さな積み重ね」こそが「文化

の本質」であり、その発表の場が「文化祭」なのです。 
 

「文化」を英語に訳すと「culture」、「耕す・育てる」という意味。「文

化祭」が、「東中生自身が大切に耕し、育ててきたもの」を互いに交歓す

ることで、これまでの足跡を振り返り、生徒会として、また学級・学年と

して、自分たちの成長を実感する場となることを期待します。 
 

「桜花爛漫」～生徒ひとりひとりのもつそれぞれの色・輝きが混じり

合い、あたたかくも豊かに花開く文化祭となることを願っています。  
 

🌸―🍂―🌸―🍂―🌸―🍂―🌸―🍂    校長 菅原 理日          

〈総合文化部展による顔出しパネル〉 

ステージ発表の会場もできました 


